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１ 計画策定スケジュールの確認について

２ 市民意見募集の実施について

３ 計画案の状況について

４ その他



１ 計画策定スケジュールの確認について
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(1) 計画策定スケジュールの確認について

(1) 意見募集の概要

○募集期間

令和８年８月12日（水）～ ９月４日（金）

【別紙資料１】第3次環境基本計画_策定スケジュールのとおり

２ 市民意見募集の実施について

○実施方法

ウェブアンケート形式

○目的

○対象

市内に居住、通勤、通学等している人

これまでの計画策定作業において、市民等アンケートやワークショップなどにより市民意見の収集は行ってきたものの、
今回、新たに策定を行う気候変動適応計画の分野について、取組に関する意見が少なかったことからこれについて改めて意見
募集を行うことで、取組に関する市民の興味や重要性の認識度などを把握し、実効性のある取組項目を検討ための材料とする
もの。また、気候変動適応分野に対し市民の興味を喚起する。
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(2) 設問等

２ 市民意見募集の実施について

① 回答者の属性

性別：「男性」、「女性」、「答えたくない」

② 特に気になった気候変動に関わる４分野

・選択肢は災害、健康被害、産業分野、生活分野（分野別環境像Ⅴの環境目標に対応）。

・特に気になる分野を一つ選択。

③ 「やってみたい」あるいは「興味がある」取組項目

・取組項目に関する選択肢が５～10項目程度表示。取組項目の候補は取組DBや国県などの関連情報から作成。

・回答者は、その中から複数選択。

④ その他

・自由記載。選択項目以外で思いついた取組やその他意見など。

年代：20代以下、30代、40代、50代、60代、70代、80代、90代以上

居住地域：水沢、江刺、前沢、胆沢、衣川

(3) その他

・国が公表している気候変動影響評価報告書2025の内容を基に作成した資料を見ていただいた上で、アンケートの回答を求める。

・資料については、読まれた方が気候変動により受ける影響をより身近に感じられるよう工夫を行う。
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(1) 【再確認】計画構成

３ 計画案の状況について

第３次計画

前章

はじめに 市民憲章 ゼロカーボンシティ宣言書

第１章

計画の基本的事項
(計画の背景(世界や国内)、市の地理地勢、位置づけ、対象範囲、期間)

第２章

目指すべき環境像、分野別環境像、環境目標

第３章

・施策体系（横書きツリー）
・各分野別環境像Ⅰ～Ⅵ
『分野別環境像Ⅳ』……兼「地温対計画（区域施策編、事務事業編）」
『分野別環境像Ⅴ』……兼「気候変動適応計画」
・現状や課題
・取組・施策の方向性（環境目標やSDGs）
・指標（状態、成果、活動、個別計画の目標）
・取組・施策

・分野横断の取組
・地域別環境配慮指針

第４章

計画の推進体制、進行管理

資料編

分野別環境像
（例 循環型社会「資源の環で持続する社会をめざす」 ）

分野別環境像のポイントの説明文

現状と課題 分野に関係する基礎調査やアンケート、
前計画の進捗状況、国内外の状況など
から市の現状や課題、その背景、要因
などについての説明文。図表やグラフ
なども配置。

施策や取組の方向性

・市民、事業者、市民団体の取組
・市の施策

環境像のポイント

施策・取組の指標

取組や施策

・環境目標（例「３R+Rの最大化」）
・SDGsアイコン

状態、成果、活動指標



(2) 現在の分野別環境像と環境目標について

３ 計画案の状況について

分野別環境像 環境目標

資源の環で持続する社会をめざす
３R+Rの最大化 ごみの適正処理

循環型社会

環境保全型農業の推進自然との調和で共に生きる未来をめざす

森林や河川の保全 生物多様性の回復自然共生

一人ひとりの取組で
安全で豊かな暮らしをめざす

空き家・空き地対策

景観の保全

環境リスクの低減

安全安心な生活環境の保全

生活環境

脱炭素化で持続可能な地球をめざす

区域施策編

再生可能エネルギーの利用推進

省エネルギー化の推進

温室効果ガス吸収、削減の推進

事務事業編

再生可能エネルギーの利用推進

省エネルギー化の推進

温室効果ガス吸収、削減の推進

地球温暖化

気候リスクへの備えで強靭な社会をめざす

防災対策の推進 健康被害対策の推進

産業分野の対策の推進 生活分野の対策の推進

気候変動適応

環境を知り育む人をめざす

環境教育や保全活動を通じた人づくり

環境ネットワークによる共進化

環境人材

大気の保全

※「生物多様性の増進」について
「地域における生物の多様性の増進のための活動の促進等に関する法律（令和６年法律第18号）」
第２条第２項「この法律において「生物の多様性の増進」とは、生物の多様性を維持し、回復し、又は創出することをいう。」 4



災害廃棄物

食ロス

自然共生

生活環境

気候変動適応

環境人材 循環型社会

ウェルビーイング（高い生活の質）

環境価値 環境共生型社会

タバコ

有害化学物質

空き家

景観 マイクロプラ

健康被害対策農業・商工業

災害対策

環境人材
環境学習・教育

環境ネットワーク

森林 河川

生物多様性

３R+R循環経済

不法投棄

コストと収集体制

狂犬病予防

環境保全型農業自然資本

ネイチャーポジティブ

30by30

野生鳥獣被害

動物愛護

環境リスク

第３次

奥州市環境基本計画

地上資源基調

生活分野

プラネタリーヘルス

地球温暖化脱炭素

省エネ再エネ

温室効果ガス吸収源対策

グリーンインフラ

個体数管理 特定外来生物

アニマルウェルフェアリジェネラティブ農業

空き地 放射線対策

大気汚染

悪臭・光害

水質・土壌汚染

ペット避難

グリーンインフラ

共進化

（国）第六次環境基本計画の重要コンセプト

(3) 取扱トピックついて

３ 計画案の状況について
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(4) 計画案の状況

３ 計画案の状況について

第３次計画

前章

はじめに 市民憲章 ゼロカーボンシティ宣言書

第１章

計画の基本的事項
(計画の背景(世界や国内)、市の地理地勢、位置づけ、対象範囲、期間)

第２章

目指すべき環境像、分野別環境像、環境目標

第３章

第４章

計画の推進体制、進行管理

資料編

○「はじめに」
計画策定に込めた思い、目的など。計画案の全体像に合わせて作成予定。

○「市民憲章」
所定の原稿あり。１ページに原稿を表示。

○「ゼロカーボンシティ宣言」
所定の原稿あり。１ページに原稿を表示。

前章

【重視するコンセプト_国：第六次環境基本計画等】
「環境を軸とした、環境、経済、社会の統合的向上」
「地上資源基調など文明の転換点」
・関連４計画の背景を第１章に集約

○「計画の背景（国内外の状況）」
特に「３つの危機」「環境を軸とした、環境、経済、社会の統合的向上」「地
上資源基調など文明の転換点」「ウェルビーイング」を中心に記載。
説明を補足する図表イラストの検討中。

○「計画の背景（市の地理地勢）」
基礎調査結果を基に記載。年度が替わったので、一部データの更新中。

○「計画の背景（計画改定の視点）」
本文下書きは完成。AAS、図表、イラストの検討中。「環境を軸とした、
環境、経済、社会の統合的向上」などを改定の視点として３点記載。

○「計画の位置づけ」
計画策定に係る根拠法令。また、法令や市の他の行政計画との関係性など。

○「計画の対象範囲」
計画で対象とする分野（循環型社会、自然共生など）を記載。

○「計画期間」
計画期間に関する規定。

第１章

・施策体系（横書きツリー）
・各分野別環境像Ⅰ～Ⅵ
『分野別環境像Ⅳ』……兼「地温対計画（区域施策編、事務事業編）」
『分野別環境像Ⅴ』……兼「気候変動適応計画」
・現状や課題
・取組・施策の方向性（環境目標やSDGs）
・指標（状態、成果、活動、個別計画の目標）
・取組・施策

・分野横断の取組
・地域別環境配慮指針
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(4) 計画案の状況

３ 計画案の状況について

第３次計画

前章

はじめに 市民憲章 ゼロカーボンシティ宣言書

第１章

計画の基本的事項
(計画の背景(世界や国内)、市の地理地勢、位置づけ、対象範囲、期間)

第２章

目指すべき環境像、分野別環境像、環境目標

第３章

・施策体系（横書きツリー）
・各分野別環境像Ⅰ～Ⅵ
『分野別環境像Ⅳ』……兼「地温対計画（区域施策編、事務事業編）」
『分野別環境像Ⅴ』……兼「気候変動適応計画」
・現状や課題
・取組・施策の方向性（環境目標やSDGs）
・指標（状態、成果、活動、個別計画の目標）
・取組・施策

・分野横断の取組
・地域別環境配慮指針

第４章

計画の推進体制、進行管理

資料編

○「目指すべき環境像」
計画の最上位のスローガン、概念。市総合計画との整合を図る。

「環境を軸とした、環境、経済、社会の統合的向上」「地上資源基調など文明の転
換点」「ウェルビーイング」などのトピックを踏まえて検討予定。計画策定作業
の終盤で検討予定。

○「分野別環境像」
分野別環境像（例：循環型社会「資源の環で持続する社会をめざす」など）の内
容をアイコンと簡潔な説明。説明の中心であり視覚的に補足するイラストのデザ
インを検討中。

○「環境目標」
分野別環境像ごとに設定する環境目標（例：循環型社会「3R+Rの最大化」、「ご
みの適正処理」）を記載。環境目標ごとの内容は第３章で記載。

第２章

○「施策体系」
目指すべき環境像、分野別環境像、環境目標、取組みや施策の横書きツリー型体
系図を検討中。

○「各分野別環境像Ⅰ～Ⅵ」
庁内WG（主に生活環境課とGX推進室）で本文等の下書きを作成。分野別環境像
ごとに、現状、課題、環境目標、SDGsを記載。
指標及び取組施策については検討中。また、庁内WGで記載内容の確認を予定。

○「分野横断の取組」
「環境を軸とした、環境、経済、社会の統合的向上」のコンセプトを踏まえた記述。
マルチベネフィットやシナジー効果。「分野別環境像ごとの背景等」の進捗に合
わせて作成予定。

○「地域別環境配慮指針」
市街地、農村部、里山・森林の区分にあわせ市民や事業者などの配慮項目を検討
して記載予定。原則、第２次計画の内容を基に作成予定。

第３章
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(4) 計画案の状況

３ 計画案の状況について

第３次計画

前章

はじめに 市民憲章 ゼロカーボンシティ宣言書

第１章

計画の基本的事項
(計画の背景(世界や国内)、市の地理地勢、位置づけ、対象範囲、期間)

第２章

目指すべき環境像、分野別環境像、環境目標

第３章

・施策体系（横書きツリー）
・各分野別環境像Ⅰ～Ⅵ
『分野別環境像Ⅳ』……兼「地温対計画（区域施策編、事務事業編）」
『分野別環境像Ⅴ』……兼「気候変動適応計画」
・現状や課題
・取組・施策の方向性（環境目標やSDGs）
・指標（状態、成果、活動、個別計画の目標）
・取組・施策

・分野横断の取組
・地域別環境配慮指針

第４章

計画の推進体制、進行管理

資料編

○「計画の推進体制」
市、市民、事業者、市民団体、地域コミュニティ、議会など計画の推進に関わる
組織団体の関係性などを図式化して掲載予定。

○「進行管理」
PDCAサイクルを図式化して掲載予定。

第４章

○「関連情報」
関係例規、用語解説、計画策定委員会及び環境審議会関係情報、アンケート、WS
結果、第2次計画の進捗状況、コラム一覧、指標一覧、その他掲載が必要な事項な
どを掲載予定。分量によっては、一部本編との切り離しも検討。

資料編
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(5) 計画案への意見について

３ 計画案の状況について

9

計画案をご確認の上、計画策定委員からご意見等をいただきたいと考えています。

① 意見提出方法

・ＧＸ推進室あてにメールでご提出をお願いします。
メールアドレス gx@city.oshu.iwate.jp
メール標題 「環境基本計画案への意見について」

・ご意見は、メール本文またはWordファイル、テキストファイルでお願いします。
・ぜひ、修正案もあわせてお願いします。

② 今回の提出期間

令和８年８月７日（金）17:00まで
・期間的な区切りを設けながら計画案をバージョンアップさせていきます。
計画案の新バージョンをお示しする度に、期間設定をします。

・新バージョンをお示しする際、前バージョンとの修正変更点を合わせてお伝えします。

(6) その他

計画案の送付方法に関するご希望をお知らせください。計画案のデータサイズ（誌面枚数）が大きくなっています。
今後、計画案のやり取りをする上で、ご都合の良い方法をお知らせください。
① 電子メール
・事務局から大容量ファイルの取り出し先のアドレスをメールで送信します。すぐ別なメールで取出し用のパスワードが届き
ますので、インターネットに接続の上、取出しをお願いします。

・パソコンで受信できるアドレスを推奨します。
② 郵送
・お送りする資料は白黒の場合があります。


